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新
著
紹

骨

利
達
･2-
光
背

鎖
輯
啓
院
準

灯

光
佃

.t
阿
二
十
錦

地
鑑
に
刷
す
る
池
侭
乃
至
牛
池
俗
の
政
審
は
､
従
雑
と
て
も
;Ji
し
て

乏
し
く
は
な
か
つ
た
｡
班
に
一

哉
を
そ
の
-
ス
･1
に
加

(
得
る
都
は
地

･,fE
関
々
代
と
し
て
櫛
に

地
鍵
愛
好
細
に
と
っ
て
蝦
し

い
｡
我
等
は
と
も

す
れ
ば
比
の
若

い
析
横
な
科
挙
の
現
知
誠
:.か
ら
脱
硝
さ
れ
る
｡
本
番
は

地
榊脱
鱗
の
税
政
洩
階
梯
を
知
る
に
故
も
地
常
な
辞
で
'
耽
発
地
怨
に
就

い
て
僻
に
眼
新
し
い
.P=
範
に
i:=
み
､
地
質
聯
祉
韓
に
も
赴
非

1
誠
を
す

ゝ
め
た
-
恩
ふ
｡
四
六
収
二
五
二
許
他
に
索
引
附
の
手
酌
さ
､
穏
和
な

流

暢
な
髄
文
が

山
瓜
に
池
試
さ
せ
て
了
ふ
｡
(尾
山
地
)

0
地
政
治
翠
入
門

.ヽ

阿
部
洗
郎
著

古
今
啓
臨
盤
行

先
僻

一
脚
八
十
錦

本
省
は
-
ヒ
ヤ
ル
ト
･
(
.I
ヒ
及
レ
オ
･
ケ
ー
ル
ホ
ル
ツ
北
ハ賛

地
政
鍵

入
門
の
邦
裸
で
あ
る
｡
地
政
治
と

い
ふ
評
よ
-
も
政
泊
地
靴
鍵
と
い
ふ

方
が
よ

い
か
も
し
れ
な

い
｡
本
省
特
こ
の
蝉
の
入
門
と
し
て
史
的
鼓
膜

地
政
準
の
概
念
'
純
奴

の
加
納
形
態
､
日
蝕
の
政
泊
地
跳
掛
的
考
察
､

幽
家
摘
念
'
閥
際
鎚
湖
の
六
等
が
し
る
き
れ
て
ゐ
る
｡
細
畢
明
快
と

い

ふ
二
fLI:
を
以
て
本
辞
を
誹
す
れ
ば
あ
や
ま
り
が
な

い
と
信
じ
る
｡(磁
‖
)

郁

粕

∫

0
皇

陳

国

語

大
阪
北
慣
州
蝕
町
別
田

佐
藤
体
中
発
行

先
佃
五
十
錦

大
阪
に
於
け
る
郷
土
地
剛
毅
で
あ
る
位
漆
氏
は
'
窄
ま
思
想

の
油
虫

に
必
嬰
な
虫
陵
虫
邦
の
難
に
牌
代
虫
艇
の
地
問
を
印
刷
し
､
加
ふ
る
に

参
邦
泊
桜

･
坤
揃
の
位
否
を
評
附
し
た
こ
の
陶
誠
を
刊
行
し
た
｡
多
数

の
虫
陵
誰
の
中
に
地
樹
を
立
と
し
た
本
朝
は
点
し
那
群
の
1
鵜
と
い
ふ

べ
き
で
あ
ら
う
｡
潜
及
を
は
か
つ
て
疋
佃
も
船

い
｡
虫
陵
の
分
布
略
尚

の
外
に
各
陵
附
近
問
約
十
四
収
'
弟
は
し
い
地
開
放
と
な
っ
て
ゐ
る
｡

(
勝
田
)

雑

報
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O
B

本

綿

布

の

域

及

市

場

進

出

塊
及
方
肘
に
輸
入
せ
ら
る
⊥

本邦
柵
k･:
は
外
図
品
柚
に
比
し
て
側
路
低
廉
な
る
に
加

(
て
共
催
州
侶

佃
比
収
的
大
で
良
-
常
閥

の
拭
皮
と
大
衆

の
噂
好
に
過
し
t

E:絶
(
ず

製
日脚
の
改
良
工
夫
が
行
は
れ
る
給
水
､
漸
次
井
虞
佃
を
訟
め
ら
れ
'
今

日
で
は

｢
安
か
ら
う
､
窓
か
ら
う
L
な
ど
ゝ
は
云
ほ
れ
な
い
｡
こ
と
に

塊
及
で
は
永
年
の
銀
鱗
不
況
で
脈
佃
晶
鵜
髄

時
代
に
な
っ
た
1
め
に
邦

日脚
の
遊
出
'
外
囲
‖11-.
の
後
越
谷
々
越
し
-
な
っ
て
き
た
｡

北
ハ競
争
状
態
を
拙
言
す
れ
ば
邦

日脚
は
細
目
物
た
る
と
蒐
何
物
た
る
と

を
閃
は
ず
'普
rg,l晶
と
し
て
術
嬰
多
き
部
分
で
は
故
地
紬
布
よ
り
胴
｡
反

馳
･
紙
牡
｡捺
牡
穆

い
づ
れ
も
臼
靴
し
き
助
川
で
､
こ
と
に
共
故
地
が
内

克

七

九



地

球

姉
二
十

li
各

地
で
日
出

に
御
ら
れ
る

.i
般
北
洋
向
又
は
内
地
向
で
あ
る
場
合
に
は
､

北
ハ健
遇
は
碓
射
的
で
あ
っ
て
外
nM
を
雄
透
し
て
ゐ
る
｡

北
‖
油
=州
の
中
で
も
故
地
が
塊
及
方
:ieE
向
の
特
殊
=M
で
あ
り
'
北
ハ糸

の

稀
手
｡解

放
｡
灰
牌

の
鵬
呼
に
付
て
姉
別

の
淡
約
を
.部
し
､
内
地
で
み
ら

れ
ず
'
特
別
の
非
城
を
'*

す
る
も
の
は
昨
年
鑑
迄
は
外
聞
晶
に
ま
け
て

ゐ
た
が
'
北
ハ後
節
業
務

の
努
力
で
､
或
柿
瓶
の
も
の
は
H
TTT燃

し
-
地
相

外
晶
の
位
紀
に
交
代
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
｡

北
舵
の
祁
祁
関
税
の
改
1g
に
於
て
も
榔
日
佃
は
幣
柵
を
抑
就
き
に
し

た
肝
本
邦
=M
の
僻
目
物
は
nW
部
外
関
目川
に
勝
れ
て
ゐ
る
の
で
謂
髄
の
大

な
る
も
の
は
邦
n州
で
あ
り
､
盈
日
物
は
外
樹
か
ら
の
特
殊
品
が
多

い
｡

こ
れ
と
て
も
邦
日脚
の
遊
出
不
可
能
で
は
な

い
｡
英
｡
仰
｡俳
-
3
･
瑞
等
の

緋

策
は
枇
し
て
多
数
小
規
椀
の
工
場
か
ら
川
る
た
め
に
樽
殊
の
故
地
が

多
-
小
鬼
の
呼
起
日脚
に
艇
じ
狩
る
鮎
本
邦
に
勝
る
｡

又

マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
の
頬
及
相
を
用
ひ
た
高
級
‖附
は
戦
目M
健
良
偶
柿
も
低
廉
で
､
日
本
産

の
高
級
品
で
は
､
日
下
泣
滞
れ
な

い
O
そ
れ
は
永

い
間
中
級
下
級
口桝
が

米
洋
向
で
あ
っ
た
か
ら
余
力
を
こ
の
方
両
に
轟
-
し
た
姉
娘
で
あ
る
｡

今
各
故
地
に
つ
い
て
柑
訟
す
る
と

､
節

1
､
生
地
綿
布
(
粗
布
)
は
僅
民

の
日
常
服
に
な
る
も
の
で
邦
晶
が
九
割
を
し
め
る
｡
節
ニ
'
脚
綿
布
は

朋
子
の
上
前
北
へ他
用
途
が
艇
-

一
九
≡

ニ
畔
上
中
期
に
は
昨
咋
同
期

の

三
位
に
接
し
英
閥
に
つ
い
で
妨
二
位
と
な
り
'妨
三
'締
約
相
補
で
は
昨

叫
で
は
日
｡
仰
=州
で
条
桝
の
九
割
均
分
を
占
め
た
｡
し
か
し
本
年
上
半

期
は
仰
大
利
の
抽
入
の
三
位
に
射
し
て
節

一
位
を
し
め
た
が
､
仰
大
利

は
枚
洲
で
は
地
産
兜

の
伴

い
陶
で
あ
り
'
塊
及
に
も
紅

い
'
特
殊

紙
で

節

一
挑

八〇

八

〇

は
日
本
以
上
で
あ
る
か
ら
油
断
は
川
爽
な
い
｡
鮮
四
､
校
鞄
綿
布
で
は

昨
坤
に
重
り
的
て
見
る
.,(
き
飛
雌
を
し
め
し
た
が
f{'園
に
及
ば
ず
妨
二

付
で
あ
る
｡
し
か
し
不
祥
上
半
期
に
は
統
計
上
英
樹

の
典
を
蹄
す
る
ま

で
に
な
っ
た
｡
節
滋
､
戊
殊
相
和
は
昨
坤
ま
で
は
大
部
分
共

｡
伊
の
nM

で
あ
っ
て
､
本
坤
も
上
中
判
に
邦
晶
は
苑
組
の
二
分

一
代
し
か
鶴
田
が

川
水
て
ゐ
な
い
D

L
か
し
こ
れ
を
枇
瓶
す
る
と
本
邦
柵
布
類
の
塊
及
逝
蛸
は

1
九
三
三

中
に
日
照
し
い
も
の
が
あ
っ
た
O

英
鯛
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
が
日
本
を
七

の

政
に
す
る
の
も
%
L由
が
あ
る
､
邦
･･;_
は

一
府
努
力
し
て
逝
ま
ね
ば
な
ら

ぬ
｡
○
田
本
ビ
ー
ル

の

進

乱

闘
伽
印
鑑
に
於
け
る
沓
脚
状
況
に
つ
き

バ
ク
ビ
ア
で
吏
表
さ
れ
た
俳
に
よ
る
と
同
地
方
で
日
本
産
ビ
ー
ル
は
獅

泡
｡
和
樹
･
英
細
蕗
歩
酒
を
鵬
超
し
て
ゐ
る
｡
日
本
の
ビ
ー
ル
は

1
八
九

〇
咋
以
水
急
速
な
る
進
捗
を
し
め
し
地
産
方
法
も
亦
新
式
で
如
何
な
る

緋
に
於
て
も
獅
逸

｡
和
樹
日脚
に
比
し
て
劣
る
研
が
な
い
｡
又
朝
鮮

｡
鵬

洲

｡
上
海
埠
に
攻
批
を
有
し
蝕
産
品
の
大
部
分
を
輪
用
し
て
ゐ
る
｡
翰

川
北
は
減
り
朝
鮮
｡
浦
洲
に
止
字

b
ず
､
英
側
印
度
｡
太
平
洋
終
曲

｡
頂

米
治
挿
孫
陶
及
櫛
何
印
度
に
及
び

1
九
三

一
咋
甜
餌
印
庇
に
輸
入
さ
れ

た
ビ
ー
ル
千
八
十
溺
リ
ッ
ト
ル
の
申
猟
抱
‖州
は
七
宵
四
十
溺

リ
ヅ
ト
ル
'

和
樹
品
は
こ
甘
粥
リ
リ
ト
ル
'
日
本
;州
は
五
十
溺
リ
ッ
ト
ル
で
あ
っ
た
が

二

九
三
二
坤
の
ビ
ー
ル
輸
入
僻
は
絶

桝
八
好
端
-
ヅ
ト
ル
に
繊
じ
た
､

内
軸
逸
晶
は
甘
五
十
前
リ
ッ
ツ
ト
ル
に
城
じ
'

又
オ
ラ
ン
ダ
は
こ
甘
三



十
珊
-
ツ
ト
ル
で

前
年
同
様
で
あ
る

の
に
日
本
品
は
俄
然
倍
額

の
甘
十

端
リ
リ
ト
ル
に
竹
逝
し
た
｡

史
に

一
九
三

二
年
上
中
翔
に
於
け
る
成
約

に
ょ
れ
ぼ
日
本
床
ビ
ー
ル
の
孤
川
は
兜
に
掛
潜
で

独
泡

の
九
十
苅
リ
ッ

ト
ル
及
和
樹

の

八
十
洗
リ
ッ
ト
ル
に
比
し
日
本
は

二
百
端
リ
ッ
ト

ル
と

な
っ
て

ゐ
る
｡

○

喝

逸

の
夢

酒

醸

造

菓

-
九
三
二
咋
姥
に
於
け
る
弼
泡
の
ビ
ー

ルは
前
坤
に
比
し
て
不
振
で
あ
っ
た
が
'
し
か
し
佃
世
非
節

1
位

の
醸

造
兜
で
三
千
三
宮
五
十
八
満
干
｢
ヘ
ク
ト
リ
ッ
タ
ー
｣
に
治
し
'
前
年
に

比
し
三
宵
五
十
代

ヘ
ク
ト
リ
ッ
タ
ー
の
減
少
に
止
ま

っ
た
｡

弼
泡
に
つ

ぐ
ピ
ー
ル
問
は
非
闘
｡
米

印
｡フ
ラ
ン
ス
｡
'ベ
ル
ギ
ー
及
致
頚
閥
で
あ
る
.

来
園
に
於
け
る
難
治
法
の
峻
止
は
高
関
税
に
防
げ
ら
る
1
閃
雛
あ
る
も

鵬
趨
ビ
ー
ル
の
脚
数
閥
と
し
て
詰
1要
田
場
と
な
っ
た
O

l
九
三
三
年
上

半
期
に
十
.一
調
二
千

ヘ
ク
ト
リ
ッ
タ
ー
.

五
甘
六
十
八
偶
鵜
光
に
上
っ

た
｡
但
し
前
年
同
期
よ
り
は
半
減

し
た
の
で
あ
る
｡
同
時
期
に
ド
イ
ツ

が
輪
川
し
た
樹
は
隣
問
オ
ラ
ン
ダ

一
端
三
千
三
打

へ
ク
,･L
リ
ッ
タ
ー
'

同
じ
-
ベ
ル
ギ
ー
(
1
航
千
E
!宵

ヘ
ク
ト
リ
ッ
タ
-
､

瑞
田
｡
英
閲
｡俳

幽

こ
れ
に
つ
ぐ
順
序
で
あ
っ
た
｡

0

華

僑

の

現

状

昭
利
八
年
八
月
の
上
海
新
聞
に
粥
倍
聯
合
骨
の

蛍
池
が
あ
っ
た
｡
日
ぐ
幣
僑
は
世
外
的
不
且此
奴
と
南
洋

の
笹
謹
及
錫
柴

の
凋
絡
､
メ
キ
シ
コ
の
鞭
僑
排
斥
'
南
洋
各
地

の
聯
借
入
的
制
限
串

に

ょ
り
引
拐
脚
図
す
る
も

の
が
潮
将
し
た
O

け
れ
ど
も
術
組
数

1
0
'
二

七
八
､
0
0
0
人
を
敏

(
'
水
外
相
骨

の
教
官
十
九
､

畢
校
五
官

八十

三
校

に
治
し
て
ゐ
る
｡
沸
立
嬰
分
布
闘
犬

の
如
し
｡

難

戦

卜_I.(

湘

シ
ャ

ム

マ

レ

イ

米

印

庶

香

港

俳
糾
イ
ン
ド
支
那

ビ

ル

マ

シ
ぺ
リ
ヤ

ボ

ル
ネ

オ

換

門

三

TET

端

人

二

甘

代

人

甘
八
十
P
L7
人

宵
二
十
前
人

六

十

前

人

四
十
二
瓶
人

三

十

前

人

二
十
五
前
人

十

鵡

人

八

前

人

日 校秘 米

問.小沖洲
本

朝

鮮

ホ

ノ

ル

ル

ブ
ラ
ジ
ル

パ

ナ

マ

メ
キ
シ
コ

キ

ユ

パ

<

湖
.
人

証

武

人

五

前

人

四

前

人

四

清

人

三

茶

人

二
鵜
八
千
人

二

鞘

人

二

端

人

こ

前

人

0
ル

ヰ

ジ

ァ
サ

州

天

然

瓦

斯

未
納

ル
ヰ
ジ
ァ
ナ
州
で
天
g
:･瓦

新に
関
す
る
滋
古

の
紀
蝕
は

一
八
〇
四
坤
に
税
は
れ
た
が

t
八
八
八
年

シ
ュ
レ
グ

｡
ポ
ー
ト
市
で

1
井
を
舶
っ
て
滋
餅
を
従
兄

し
多
年
燈
用
に

供
し
た
｡
共
役

一
九
〇
九
咋
モ
ン
ロ
ー
に
於
て
瓦
斯
簸
見
あ
り

一
九

1

八
年
に
は
'

こ
1
で

カ
ー
ボ
ン
･
ブ
ラ
ッ
ク
を
製
造
し
は
じ
め
'
天
飴
瓦

斯
工
準
が
川
致
し

た
り
日
下
同
州

の
瓦
斯
産
地
は
何
れ
も
北
部
に
あ
り

モ
ン
ロ
ー
は
叔
古
の
産
地
で
'
沸
叔
瑞
も
多
-
耐
桁
二
十
二
餌
七
千

境

よ
り
な
り
其
畜
概
数
三
兆
七
千
六
官
位
立
方
帆
と
枢
せ
ら
る
0
喜
う
し

て
目
下
入
官
八
十
倍
伊

の
瓦
斯
井
戸
が
あ
る
.
四
十
五
億
立
方
帆
を
暁

柑
し
て
ゐ
る
｡

1
九
二
六
年
に
東
風
さ
れ
た
チ
ッ
チ
ラ
ン
ド
は
餅
二
の

産
地
で
､
武
官
三
十
九
の
井
戸
が
あ
旦

二
十
三
位
四
千

鵜
立
方
吸
の
日

産
が
あ
る
が
'
所
稗
が
狭

い
か
ら
見
込
が
少

い
o
次
に
シ
ュ
ガ
ー
｡
ク
リ
-

キ
'
及

ロ
デ
ッ
サ
の
二
地
方
が
あ
る
｡

両
地
弗
ガ
ソ
リ
ン
合
材
兜
が
多

(
]

<

t



地

球

節
二
十

1
*

い
が
工
場
が
十
分
に
H
水
て
ゐ
な
い
.
井
戸
の
撒
き
は
四
千
帆
か
ら
六

千
吸
に
接
す
る
｡

こ
の
州
の
文
断
は
カ
ー
ボ
ン
｡
ブ
ラ
ッ
ク
戦
法
の
外

に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
テ
キ
サ
ス
'
ア
ラ
バ
マ
及
テ
ン
ネ
ッ
シ
ー
の
諦
州

に
輪
接
し
て
工
米
及
家
庭
用
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
0

0

英

国

の

石

炭

液

化

工

黄

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
甘
利
の
輝
明
に
ょ

れ
ば
も
英
樹
内
に
於
て
共
闘
凍
石
裁
許
岩

｡
氾
淡
父
は
足
寄
よ
り
洗
顔

さ
れ
た
る
も
の
よ
り
娘
造
し
た
淡
化
水
素
総
帥
(ぺ
ト

ロ

ー
ル
の
却
)
に

射
し

一
ガ
ロ
ン
に
付
最
低
四
斤
の
制
令
で
伴
誰
を
傑
符
す
る
こ
と
に
な

り

1
九
三
凹
坤
的
月

1
日
よ
り
十
中
開
で
'

一
九
三
式
中
四
月

1
日
か

ら
之
を
筑
施
す
る
｡
丁
庇
共
頃
に
は
ビ
リ
ン
ガ
ム
工
場
の
開
始
が
川
凍

る
か
ら
で
､

一
九
三

五
年
三
月
末
日
以
後
各
財
政
年
鑑
に
於
て
約
枚
が

一
ガ
ロ
ン
に
付
凹
片
以
上
で
且
常
設
中
底
に
於
て
洗
顔
税
の
糾
徴
な
き

か
'
又
は
何
れ
か
の
咋
腔
に
於
て
純
粋
が
地
顔
を
超
過
す
る
こ
と

一
ガ

ロ
ン
四
片
以
上
に
娃
す
れ
ば
典
場
食
に
は
保
諦
期
間
は
斯
か
る
超
過
餌

一
片
に
封
し
て
三
ケ
月
の
割
合
で
湖
少
さ
れ
る
と
い
ふ
｡

税
耗
輸
入
ぺ
ト
ロ
ー
ル
の
胸
枕
は
上
述
の
泡
-
八
片
で
之
は
幽
鵬

の

収
入
を
目
的
と
し
た
枕
で
あ
る
が
､
都
焚
保
誰
枕
の
･3<
武
を
有
し
て
ゐ

る
が
､
今
班
櫛
幽
化
単
工
柴
骨
杜
が
ピ
リ
ン
グ
ム
に
石
:.秋
根
他
工
場
を

こ
甘
五
十
前

額
を
投
ず
る
こ
と
1
な
り
､
石
淡
綬
化
を
や
る
こ
と
に
な

っ
た
｡
こ
の
骨
靴
は
過
去
数

年
間
に
亙
り
水
素
化
合
拙
に
よ
り
石
淡
液

化
の
桝
光

を
総
統
し
て
水
た
も
の
で
､
今
日
迄
に
首
筋
砂
を
出
し
た
が

北
ハ
コ
ス
ト
は

一
ガ
ロ
ン
七
井
乃
糞
丸
井
主

式
ふ
高
僻
に
つ
-

の
で
引
き

合
は
な
い
O
し
か
し
今
度
工
場
が
川
氷
る
た
め
に

一
年
中

の
後
は
有
の

葬

一
班

八
二

八
二

位
許
故
紙
で
や
っ
て
ゆ
け
る
も
の
ら
し

い
.

工
場
資
本
金
二
官
五
十
端
砂
､
混
上
ペ
ト
ロ
ー
ル
年
産
樹

1
0
耗
噸

(
三
〇
〇
〇
端
ガ
ロ
ン
)
石
淡
脚
数

一
〇
〇
〇
噸

1
年
間
三
五
〇
'0
0

0
噸
'
弊
倣
額
ニ
'
五
五
〇
人
と
い
ふ
｡

英
陶
で
は
こ
の
外
に
件
汎
米
北
淡
が
あ
っ
て
L
EI
C
骨
配
で
や
-つ
て

ゐ
る
｡
梅
軍
や
空
軍
の
協
力
で
研
究
さ
れ
'

1
九
三
〇
年
に
は
五
四
〇

帽
､

1
九
三
三
年
に
は
三
'
〇
二
五
岬
を
納
入
す
る
稗
の
カ
が
あ
り
､速

か
ら
ず
鑓
蛸
高
は
十
倍
す

る
と
い
は
れ
る
O

い
づ
れ
に
し
て
も
閲
防
上

必
繋
な
べ
ト
ロ
ー
ル
を
日
給
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
恐
ら
-
滑
水

は
見
込
が
多

い
｡
し
か
し
三
千
哉
ガ
ロ
ン
で
は
英
樹

の
組
附
墾

向
約
十

1
倍
ガ
ロ
ン
の
三
%
に
珪
せ
ず

共
石
淡
胎
教
願
は
英
樹
掩
淡
街
の
○
｡

1
五
六
%
'
即
ち
大
官
四
十
分

の
I
と
云
ふ
心
細

い
数
字
で
あ
る
か

ら

き
う
大
き

い
串
範
で
は
な
い
o
更
に
今
日
最
上
級
ぺ
ト
ロ
ー
ル
は

山
ガ

ロ
ン
約
二
片
乃
至
四
片
平
で
繋
思
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
放
伐
四
片
の

附
株
は
従
侶
二
〇
〇
%
に
妃
い
高
率
と
な
る
と
い
ふ
の
で
､
こ
の
政
米

に
尿
封
す
る
確
が
あ
る
｡
何
れ
に
し
て
も
､
保
誰
政
範
と
い
ふ
も
の
は

紡
局
は
容
易
な
ら
ぬ
問
題
を
悲
き
起
す
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡


